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日本語文章表現における「なと思う」の使用と
その背景の分析











































































































































































































られたらいいなと思う。（毎日新聞　2003年 10月 23日 7面［みんなの広場］）
1面や政治・社会欄など，中立に事実を伝える記事で「なと思う」が使用される場合は，国会議員
などの談話・会話を引用したものであり，記事の著者（記者）が書いた文章に「なと思う」が使用
される場合は観察できない。
3.3　まとめ
　以上，「なと思う」に関する学習者の意識と論文・新聞における使用実態を見た。論文・新聞では，「な
と思う」は，インタビューや談話を直接引用する場合とエッセイのように著者が私の意見を一人称
視点で述べる場合に限られていた。こうした使用実態を反映するかのごとく，多くの学習者が，書
き言葉において「なと思う」の使用を回避しようとする意識を持っており，「なと思う」の使用に
関する規範意識という点では使用実態と大きな齟齬はない。
4．文章表現指導への還元
　2章で見た終助詞や「思う」の使用に関する各種文献の扱いと，3章に示した「なと思う」の使
用実態を総合すると，「なと思う」を使用してはならないとする規範意識が認められ，ある程度普
及している様が見て取れる。しかし，初年次の学習者が書く文章に「なと思う」が散見するのは，
この種の文章に見慣れている教員からすれば日常の光景でもある。意識と実際に齟齬を生じる現状
に対して，「なと思う」の使用を回避させるにはどのような指導ができるのかを本章では考察する。
4.1　規則の提示
　「なと思う」が散見されるのは，「なと思う」を使用する学習者には，その使用を回避すべきとす
る規範意識がないからであると考えることも可能であろう。しかし，3.1に見た通り，7～ 8割の
学習者に「なと思う」の使用を回避する意識が認められることをふまえると，学習者の書く文章に
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「なと思う」が多く出現する印象を受ける 6）。
　「なと思う」の使用を避けることを指導する際，直接的な方法として，教師が「「なと思う」とい
う表現を使ってはならない」という規則を学習者に提示することが考えられる。しかし，「なと思う」
に関わる規範意識の認識率と使用実態をふまえると，単に「なと思う」の使用を諫めるだけでは有
効に働くかは判断できない。
4.2　知識の体系化
　筆者は，文章表現教育の手法として協同学習を採用し，学習者同士で文章表現に関わる規則化を
させる「知識の体系化・視覚化」という手法を提案した（北村他（2013）・北村他（2014））。「知識
の体系化・視覚化」は，添削課題等を通して，学習者が指摘した誤りをもとに，それらを集積し，
帰納的に規則化を図るというものである。規則化に際しては，誤字・脱字といった誤りと修正の因
果関係が，単純に正誤に落ち着くものから，例えば，敬語の誤りのように，使用条件や適切な語の
選択など，規則化には，なぜそれが誤りなのかという理由を述べるようにしている。
　「なと思う」を協同学習で規則化する際には困難が生じると予想される。なぜならば，「なと思う」
は，誤字・脱字とは異なり，いつでも不適切な表現ではないからである。そのため，「なと思う」
を規則化する際には，（11）に示すような書き言葉の特性をふまえなければならず，その点で規則
化の難易度が増す。
（11）a．表現の冗長性を避ける
b．個人・個人的な見方が現れないようにする
（11）は，ビジネス文書や学術的な文章という書き言葉の中のある種のスタイルを持つ文章において，
端的に表れる特性である。したがって，「なと思う」に関して，その使用を避ければ良いわけではなく，
使用を回避する背景には（11）のような特性があるということに対して理解を促さなければならな
い。しかし，学習者による指摘の集積では（11）の特性の理解に至ることは困難であろう。
　この点については，協同学習を採用しようとも，学習者による自力での解決が難しいため，協同
学習中に先行研究や事例の調査を含めることや，教員からの知識の教授で（11）の特性の理解を促
すという方法が考えられる。
5．おわりに
　本稿では次の 4点について述べた。はじめに，初年次の学習者が書く文章に「なと思う」が散見
されることに端を発し，文章作法に関する書籍の扱いを例に，「なと思う」に関わる規範意識を明
らかにした。2点目は，学習者に課した添削課題を通して，話し言葉と書き言葉というスタイルに
おける「なと思う」に対する意識の働き方を調査し，7～ 8割の学習者において，書き言葉では「な
と思う」の使用に違和感を持つ，つまり，添削を行ったことを示した。3点目は，論文・新聞にお
ける「なと思う」の使用実態を調査した。「なと思う」は，論文には使用が認められず，新聞にお
6）規範意識を文章にどの程度反映するかを測定することは不可能であるため，ここでは感覚的な問題提起に留める。
北村雅則 209
いては，公正・中立が求められる記事では使用されず，「なと思う」の使用が認められる場合は，
談話の引用や，一人称の視点からエッセイのように意見を述べるものであることを見た。4点目と
して，「なと思う」に関して，文章表現教育でどのように指導をするか，方向性を示した。
　「なと思う」は，一見すると使用を禁じるだけで指導は完結しそうなものであるが，使用 /不使
用の背景をたどると，文章スタイルの問題に帰着し，そこに意識が向かなければ，真の理解には至
らない。そこをどのように指導していけばよいのかという点の詳細化については，今後の課題とし
たい。
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